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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月18日(2009.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の課題の一つは、モノマー性もしくは低分子量ポリ芳香族化合物を実質的に含ま
ない鉱物油蒸留物の低温特性および潤滑特性の両方を向上させるための添加剤を見出すこ
とである。本発明の更に別の課題の一つは、複数の有効成分を含む添加剤パッケージにお
ける相の分離を防ぐために、アルキルフェノール樹脂と更に別の添加剤成分、特に更に別
の低温添加剤低分との間の相溶性を向上させることである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
本発明の添加剤の更に別の成分として好適なオレフィンコポリマー（成分ＶＩ）は、モノ
エチレン性不飽和モノマーから直接誘導し得るか、またはイソプレンもしくはブタジエン
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などのポリ不飽和モノマーから誘導されたポリマーを水素化することによって間接的に製
造し得る。好ましいコポリマーは、エチレンの他に、炭素原子数３～２４のα－オレフィ
ンから誘導される構造単位を含みそして１２００００ｇ／モルまでの分子量を有する。好
ましいα－オレフィンは、プロピレン、ブテン、イソブテン、ｎ－ヘキセン、イソヘキセ
ン、ｎ－オクテン、イソオクテン、ｎ－デセン、イソデセンである。炭素原子数３～２４
のα－オレフィンのコモノマー含有率は好ましくは１５～５０モル％、より好ましくは２
０～３５モル％、特に３０～４５モル％である。これらのコポリマーは、少量の、例えば
１０モル％までの量の更に別のコモノマー、例えば非末端オレフィンまたは非共役オレフ
ィンを含むこともできる。好ましいものはエチレン－プロピレンコポリマーである。該オ
レフィンコポリマーは公知の方法、例えばチィグラー触媒もしくはメタロセン触媒を用い
て製造することができる。
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